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渭 業務 内容 について

l．庶務係 日 細菌検査係

1 所印、職印の管守に関すること

2 文書の牧受及び発送手続並に保管に関する

こと

3 物品の購入及び修繕等の手続に関すること

4 手数料の取扱整理に関すろこと

5 諸統計の調査報告に関すろこと

6 研究所の運営企画及びm．要陪務の連絡閏賂

に関すること

7 その他細湘、化学の各係に屈しない事柄

〇概要

庶務係は現在主形2名によ h一応の体制を整

えたのであろが、未だ盤備の段階にあり、一日

も早くこれが充実を望んでいろ。

庶務係の業務内容は、文';!ド事務、物品購入の

請求手続及び受領、庁内外との連絡、その他所

謂一般的庶務事項を担当しているのであるが、

その外検体等の受付業務、各保健所との連絡、

各部課、各医療機関、その他からの来客の応待、

統計調査簿を併せ担当しているが、庶務的な全

ての業務が、本庁の各課、室によらなければ進

捗をみることが1:11来ない現状にあり、加えて発

展途上にある研究所の現状に経み、又研究所の

合理的且つ能率的な運営を期するためにも庶務

係の体制を可急的速かに確立することがH下の

急務となつている。

2. 細菌検査（科）の業務並びに業績

細菌試験検査は、一般診旅機関よ bの依頼を

主とし、また行政上必要なる各種試験並びに事

業所、学校等からの依頼や、また各保健所から

の再試験とか細密検査、それに個人からの依頼

等の検査である。検査件薮は年々増加の一途を

辿る一方であり、叉高度の技術を要する特殊試

験検査、特にウイルス、リケツチアその他の試

験検査の為には物的部面、人的関係に於ても満

足とは言い難いが、しかし職員一同は研鑽これ

つとめ試験検査業務を通じ県民の健康増進に寄

与することを目的としている。

細菌検査＇：科）の業務は現在次のとおりである，

1.赤痢菌、チフス菌等法定伝染病病原菌の検

査に関すること

2・ヴイダール反応、ワイルフエリックス反応

検査に関すること

3. 淋菌の検査に関すること

4.赤痢菌の菌型分類検査に関すろこと

5. 寄生虫、原虫の検査に関すろこと

6. 発疹チフス、日本脳炎、インフルエンザ等

の補体桔合反応検査に関すること

7. 嗜好品としての氷、氷菓子、冷哉mの氷、

胃等の細菌検査に関すること

8. 牛乳、乳製品の細菌検査に関すろこと

9. その他一般食品の細菌検査に関すろこと

10. 消毒剤、殺虫剤、殺菌灯等の効力試験に関

すること

11.その他の細菌検査に関すること

⇔ 梅毒血i宵反応係

l．ワッセルマン氏反応検査に関すること

2. 梅毒沈降反応検査に関すること

3. ウイルス性肺炎の寒冷凝集反応検査に関す

ること

国結核菌検査係

1.結核歯の塗抹染色並びに培柊試験検査に関

すろこと

2.結核菌の耐性試験検査に関すろこと

訓 培地製作並びに試験動物飼育係

1.各種細菌検査に要する焙地の製作に関すろ

こと

2. 験用動物の飼育管理に関すること

国 その他

］．食中毒菌に関すること

2.赤痢菌の耐性試験検査に関すろこと

3. その他調査研究に関すること

aー船細菌及び寄生虫検査に,,....)いて

細菌学的、血清学的検査を可及的詳細に瞑施

して疾病の予防と諺療に寄与することを目的と

している他、秋田県民の75劣に陽性を示す腸内

寄生虫の発見に努めている。そのうち昭和二十

九年度一般検査実績は次表のとおりである。
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細菌検査実績表 （昭和29年1月～12月） （結核．梅毒を除く）

こコ~II I I I I I I 1111 I V I,1 I 1'll I VII[ I爪| x 
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註 1、 各細菌項目濶中、J:の数字は件数、括弧内は隔性数である
2、 赤痢菌型検査欄中の数字は、衛生研究所に於て分離した赤痢菌及保健所から菌株と

して菌型決定の為依頴されたものである。尚赤痢菌型の検査した型8I]、月別、保健
所の分類表は別に掲げる

寄生虫卵検査実績 表 （昭和29年1月～12日） （術研）

｀別在一竺ー1 検却・数頁直狸旦げ碑巴五―應函―＿卵日ーニ麟坦吐ょニマ輝卵；その他

ー一直 接 法 2531 ぶ腎） （0]  関も eo. }) (Oぷ

_ttこここ］t:]二］9：も:て(/--::i: ¥__ 
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b梅毒血清反応検査について

当研究所においてはワッセルマン氏反応、村

田反応、北研反応によつて検査しており、その

11 

他必要のあるときはカ・ラス板法を実施していろ

が、その実籟は次表のとおりである。

昭和29年度梅毒血清反応検査実績表 (I月～12月）

｀五立9I_I-L-2Lい］＿5| 6 i_7 |_8 1,  | 10 | ！！ 1 !2 | ；t |暫
ヮッセルマン反応'580|544 | 722 | 720 : 567 1 558| 692 | 647 1 65；厄五 1567 | 447 7.272 | 

(104) (108) (152) (188)'(IO2) (123)(128) (122) (141)1 (84)(103) (79) (l.434)」9.7劣

村田氏反応 1 524 542 | 675 | 1.01 11 539 513 | 64o | 705 | 608 i 537 | 782 1 413 1 7. 490 l 
i C85)I c8o)lc124)'.c118) c1oo)I C98)'c11o)I c9o)'c118)! c8n'c109/ C63) c1. 242) 16. 6、9る
| 5 69 2 332 | 1 18 | Io | | 239 | ! 775 : 

応！ （2） (1) (3)] (3)1 (3)', (4), (16) 2. I劣

他 II I I I \-~:ぷi I・ l l i ~:贔． 4、劣
括弧内は陽性件数を示す

北 研 反

そ <l) 

註

c結核菌喉抹検査

鍛検の部
和昭29年度結核菌検査実績表 (I月～12月）

可 ll_|_1-lllJll | y_□ |w□J_ぃ□IMいい戸＿二

鏡：： 11  ]-I I[I]: 31―-
14 

陽 2
 

d 結核菌の培養検査

培養の部

---- --|--l__1_1,」L□1,11 I V直 l_IX | x|  M | ll i合i.t

嘉 養； 376367 1 420| 304! 2791 316! 3073631 4;7| 284! 410: 315 1 - - 4. 1781 

性g ll7 901 104 95 77 90| 61 62 901 68| 761（未定）I

I I平均
. 11 24. 51 24. 8: 31. 3! 27. 61 28. 51 19. 9: 17. ti 20. 6: 23. 9; 18. 5:(22. 3J 

I I I | | | I 

結核菌検査実績表 (I月～12月）

陽 (930) 

陽 性 率，、

註 検体は全部依頼によるものである。

e結核菌耐性試験について

紬核菌のSM.PAS, IN AH. TRI.などに対する

耐性試験件数は、近来急激に増加し、昭和28年

度は 402件であったが昭和29年度前 3.4半期に

おいて早 659件を算えるに至つた。その種発figlj

月別試験実績は次表のとおりであろ。煩雑で

はあるが何かの参考となるかも知れないと思、い

期別毎に表示した。なお最後に塗抹標本につい

ての陽性率と培養による賜性率を掲げた。



昭和29年畠情結核菌耐性試験実績表
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昭和29年尉闘結核菌耐性試験実績表
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(l) 本表中対照の陰性のものは判定不明である。
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(2) 対照襴 刊＋は岡、片倉中験試管斜面培地上禰漫性に全面に生えているもの。

刊~は禰漫性に生えているけれ共所々に生えない間隙のあるもの。

廿はコロ＝一敬の百ケ以上に及び又は禰漫性に約％生えているもの。

＋ は禰漫性に19以下又はコロ＝ー百ケ以下のものを示す。

(3) 耐性欄「A」は対照の陽性の程度とほゞ一致したものo

「B」はコロ＝ーは生えてあるけれ共「A」の程度に達しないもの

(4) 成績は培稽後 4~5週間をもつて判定した。

参考までに各保健所の分を示すと次表のとおりである。

昭和29年畠闘保健所別結核菌耐性試験実績表

¥、 1 ・―-'-

試＼区一分 1 眉 盗悶農塁届塁
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b特別調査研究事項について

(1) 昭和28年秋、天王町に発生した食中蒋はそ

の原因物質追求の条＃果、ボトリヌス E型菌で

あることを確認した。よつてこれを機会に八

郎涅周辺の湖岸湖底の土壊及び棲息魚類のボ

トリヌス菌の分布状態を調査した結果、土墳

魚類等より相当数のボ菌を分離し得た。

昭和30年度は引続きボ菌の者素産生の機転並

びに本中毒症に対する血清治療の効果に関す

ろ基礎的研究を実施することとしている。 29

年度の実績は、八郎潟周辺15ケ町村 145ヶ所

の土屯及び船越町附近の湖上に斃死漂流中の

魚類よりボ菌17株、又これを疑がうもの20株

を分離することに成功した。

(2) 各地区に散発する食中毒の原因菌としてプ

ロテウス菌の検出が多く見られるのであろ

- 15・ -

が、元来この菌は非病原菌とされているが、

食中毒症の原因藤として何等かの関係があろ

ものと推定されるので、これが調査研究を実

施する予定である。

29年度は自衛隊秋田部隊を初めとし六集団中

毒例の食中毒が発生したが、そのうち 5例に

ついてプロテウス菌を検出した。

(3) 近年サルフア剤並びに抗生剤に対する赤痢

菌の耐性が大なる問題となりつぃあるが、本

県といえども例外たり得す、即ち29年度県内

で分離した赤痢菌株のうち 165株につきサル

フア剤及び各種抗生物質に対する耐性試験を

実施した結果耐性菌は主要都市に比しかなり

低い成績であるので、この消長について今後

も澗査を続行することししている。

｀
↓
 “,. 
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3. 化学試験（科）の業務並に成績

一般概要

衛生研究所の化学試験（科）の業務は、秋田

果の衛生行政に添つたあらゆる面の化学的な試

験及び調査研究を行い且つ、各保健所に於ける

化学試験技術者の監督指導並びに器材の整備を

行うものである。衛生思想の向上と共にます

ます・・化学試験業務が拡張され今後本果の十三保

健所全部に化学試験設備の設置と技者術の充実

を図ると共に衛研に於ても化学試験技術者の増

員及び設備の拡充を図つて更に一歩前進し、秋

田県特有のクル病高血圧等に関する栄養学的謂．

査研究も行う必要があるものと考えている。

現在化学試験に従事している者は、衛研．ヨ名

その他は保健所で八名の少人数であり、現在の

業務を出来るだけ完全に遂行するぺく各技術者

は相当過重な負担を荷いつつ努力している状況

である。

衛生研究所で行つている化学検査業務内容を

列記すれば次のとおりであろ。

0 水質検査 ・

食品衛生法施行細則第十条に基く営業用

水の検査

秋田県条例第十九号第十条に基く特設水

道水の検査

其の他一般依頼の水質検査

温泉分析

温泉法施行規則第4条第5項に基き依頼さ

れた湿泉の分析及びラヂウムの澗定゜
゜

゜

痰品検査

厚生省の指示により薬事監視員の一齊取

締により収去して来た薬務課依頼による

寮品の検査

薬事監視員により不良品の疑をもつて牧

去された寮品の検査

覚せい剤麻薬等の鑑定

其の他一般依頼による医楽、農凍、工業

楽品、化粧品等の検査

食品検査

厚生省の指示により食品監視員の一齊取

締により収去された食品の検査

食品監視員によ b不良の疑を以て収去さ

れた食品の検査

食品衛生法に基き検査を受けなければな

らない氷雪人工着色甘味料料等の製品適

否試験

一般依頼による栄養化学的分析

共の他一般依頼による特殊成分検査

飲料水の中の弗素検査

昭和二十七年よりの事業として公衆衛生

課が実施している斑状歯調査に関連し飲

料水中の弗素及硬度クロール｀鉄等の含

有量を検査研究している

放射能検査研究

昭和二十九年放射能測定器整備以来秋田

県に於けろ海水、雨水、水道水、 III水其

の他産物に附清せる放射能の測定及研究

を実施している

〇井戸水検査

昭和二十四年度よりの継続事業として果

内の市町村に於ける井戸水を無料で集団

検査している

技 術 者 訓 練

昭和二十八年より各保健所の化学試験技

術者に対し試験法の統一と試験技術の向

上を図る 1-1的で年一回以上技術の伝逹講

習会を開催している

昭和三十年度において新たに実施すぺき予定

検査としては現在行はれている化学検査業務の

外に更に次の検査業務を追加しなくてはならな

゜

゜

゜

Vヽ

゜
浄化そうの排水試験

昭和二十九年四月二十二日清掃法、昭和

二十九年六月三十日清掃法施行規則が公

布され、これに基く放流水の水質試験に

ついては将来各保健所で行うについても

差し当つて衛研がこれを実施しなければ

ならないものと考えている

※次に業務の一般を示すと次表のとおりである
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b水質試・験

1.昭和二十九年六月公衆衛生課の聞べに依る

食品関係の営業者は県内 4.796件でこの内水

道水以外の水を使用している者は約 3.000件

位である。

食品衛生法施行細則第10条によると営業に使

用する水は水道水又は食品衛生検査施設の水

質検査の結果飲用に滴する水と判定された水

を使用しなければならないことになつている

ため、厚生省飲料水検査指針に基いて飲料水

中のクロール、硝酸、亜硝酸、アンモ＝ャ、

鉄、硬度有機質等の含有董を検査し厚生省の

飲料水判定標準にしたがつて飲用適否を判定

することとしている。

2. また特設水道は昭和29年秋田県条例第19号

秋田県特設水道条例第10条に基き依頼された

ものを秋田県特設水道条例施行規則第 2条に

したがつて人口 500人未満に給水している水

道は年一回 500人以J:給水しているものにつ

いては年二回検査を行つている。

- 18-、

e温泉分析

昭和23年7月10日温泉法施行以来衛生研究所

で温泉の分析を行つているが、果内約 117件の

温泉中現在迄に分析完了したもの70件である。

併し、昭和25年3月31日温泉法改正となり更

に昭和29年6月18日付厚生省大臣官房国立公園．．． 
部長通ちょう第 149号に基き泉源のみでなく浴

漕の温泉もまた、分析表を必型とすることとな

った、更に現在営業している温泉は昭和33年度

末迄に分析完了しなければならないこととなっ

ている。

秋田県で分析機関として指定されている機関

は現在衛生研究所と秋田大学（昭和29年から指

定）のみであり、しかも濯泉利用施設許可申請

者は最近増加の傾向にあるので温泉分析に一屑

力を入れなければならない。然し一件の分析を

完了するには相当の費用と、日数を要し、現在

の衛生研究所の人員では依頼されたものを無条

件で受入れられない現状であろ。

分析 完 了 の温泉表

郡 別 l件数 温泉名 I 場 所
I 

化学的組成による温泉名

I 単純硫化II水素泉

—―'’一

鹿 角 1湯瀬ホテル 宮川村湯瀬 49.50. 

’’ 2 ” 揚端 27
II 3 ” 湯瀬 30 ” 
II 4 ” " 29 II 

•一

” 5湯顛ホテル ” " 350)5. 35の6 ’ i 

” 6 ”！湯端 32 II 

” 7 ” 湯顛 11 ‘ 
II 8 ” 11 40 ” 
’’ 喜

II 

” 
， II 

II 

” II 26 ’’ 
” 11 J:トロコ温泉 ” 長谷川字トロコ 含食塩硫貰泉

’’ 12御生掛” ” 谷内熊沢国有林 単純硫化水素泉
II 13 ・・ドトロコ ’’ ” 字トロコ沢 含食塩硫化水素泉
II 

I i 

14銭 JII " ” 銭川 " 
II 15蒸 0.)湯 ” 熊沢国有林 単純硫化水素泉
9,_ 16赤 JIl温泉 ” 長谷川字熊沢国有林 酸性硫化水素泉
II 17 II 

” 単純温泉

” 18 ” 御生掛 単純酸性泉
II 19姫〇^ ）湯” ” 湯瀬

I! 蝉含食叩塩磁9泉化9 水索泉’ I 
20 大湯町大湯字下の湯

” 21 ” II JI I原の湯



- 19 -

II 22 大湯町大湯字荒瀕 令食塩流化水素泉

" 23 II II ” ’’ 
II 24 " ” 上の湯 II 

” 25 II II " II 

II 26 ff ’’ II II 

’ 27 ‘’ II II II 

‘’ 28 ” ” 川原の湯 I/ 

II 29 ” ” ” II 

II 30 II ” 荒瀬 弱食塩泉

北秋田 31 十二所町1ご所字町頭 80 含食塩硫黄泉

‘’ 32 II II II 79 II 

‘ 33 II 

” 後田 朝食塩泉
II 34 前田村大字森吉字湯沢川向 " 
” 35 綴子村字湯繰舟沢 冷鉱泉
II 36 七座村米代川麻毛部落向 単純硫化水素泉

山 本 37 富根村駒形字不動沢 61 勅食塩泉

仙 北 38 千屋村浪花字旧、I沢 15I 含芭硝硫化水素泉

” 39 峰吉川村字滝の沢 l 単純湿泉

’ 40 田沢村大字玉川国有林 ’’ , 
41 淀川村中淀川滝の沢 冷鉱泉

’’ 42 八 幡 平 田沢村大字大深沢 28 酸性明奨森磐泉
II 43 白岩村大字白岩字堀内山 石膏泉
, 

44 孫六（唐子） 田沢村先達沢内唐子 単純温泉

” 45 鶴 の 湯 田沢村田沢字先達沢国有林 含重曹食塩硫化水素泉

” 46 黒湯温泉 生保内町生保内字黒湯 単純硫化水素泉
II 471窟場温泉 田沢村先達沢国有林第24林 洋純硫化水素泉

南秋田 48小倉温泉 内川村小倉字百刈 52 単純硫黄泉

平 鹿 49 大森m字湯の沢山林 食塩石膏泉

雄 勝 50 秋の宮村湯0X又 単純泉

” 51 II 役内字湯の岱 弱食塩泉

” 52 II ” ” II 

II 53 ” ‘’ ” II 

” 54 ‘’ ” 湯沢 ー百司緑蓉泉

” 55 皆瀕村畑等字湯元 単純温泉

” 56 秋の宮村役内字殿＿l：l 弱食濫泉
II 57 院内町下院内 単純温泉

” 
:6,」渠駒□温泉

湯沢町湯の原 ‘’ 
II 須Ill村字松字泥湯沢 含砒素酸性緑儲泉
II 皆顛村大字畑等字新処 単純温泉

” 61 小安 II ” 畑等‘ギ湯元； 単純硫化水素泉
II 62 大湯 ” ” 小安奥山国有林 単純硫黄泉

” 63 鶴泉 9 畑等字湯元 単純湿泉

由 利 64 小友村26木字家の日 単純炭酸鉄泉

” 65 松ケ崎村親Ill字薬師沢 2のI 単純硫化水素泉
II 66 南内越村福山字老倉下 75 含重曹炭酸泉
II 67 象潟町字5丁目泊越53 炭酸含有食塩泉

‘’ 68 l屯．浜村関字三平田 46Q)2 含食塩単純泉

” 6790’1 一-・ l：川大内村岩野目沢字池の沢2 単純硫化水素泉
ヽ 1東滝沢村前郷字家岸 80 炭酸鉄泉



d医薬 品 試 験

毎年1回乃至2回厚生省の指示に某き県内の医

凍品一齊取締を行い薬事監視員により牧夫され

た薬品は衛生研究所に於て検査を実施している

が、その成績は下表の通りであろ。

医薬品検査

：検査品名けは l-1'棗這
稀ョードチキン l81 

：：複方ヨードチキン

-1． ヨードチソキ

八 マーキュロクロ 8! 51 31 
ーム

年，

計

― -.  - - - -

昭，検査品名 1塁g|:-1贔
門＇消毒用アルコール 12| ll| I 

ー：局方アルコール 10 8 2 
-l ・、

イククモール 15i 0 15 

九！含糖ペプシン 8: 7 
年

計 45I 26! 19: 
, j 

市販のアルコー IV、含糖ペプシン、ィク

クモーJV、パンクレアチン、の検沓につ

いて

昭和29年 7月23日付厚生省薬務局長の通ちょ
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うに従つて、県内市販のアルコール、含糖ペプ

シン、イククモール、パンクレアチンの試験し

た成績について述べる。

(I)椀体

薬務課、各保健所の薬事監視員が県内市販品

の中から収去したものである。

(2)試験方法

局方アルコールは第6改正H本某局方により、

＂消毒アルコール、無水アルコールは第 5改正日

本凍局方により、含糖ペプシン、イククモール、

パンクレアチンは第 6改正日本糾5局方に従つて

試験を行い判定をなした。

(3)試駿成績

第1.2. 3. 4. 5. 6・表参照

(4)成績結果

試験の結果不適品は

局方アルコール 20% 消毒アルコール 8劣

純アルコール 17% 含糖ペプシン 13% 

イククモール 100劣 バンクレアチン 0劣

である。

イクタモールに付いては、検査件藪15件全部

が規格と凡そかけ離れた成績を示して居り、現

在市販されていろもので、果して適合品が有る

や否や頗ろ疑問を抱かざるを得ない紬果であ

る。

第 1表 局 方ア JV コーJレの試験成績

ー一 ， ＇ 

饂＼口試：四 I 比躍 1溶伏“`面：譴讐麗証記；：~｀；；；｀ 1r
I ＼ 格o．830 | '0.5m炉異臭を残l A淑 8 KMn(..4’ ! 1分以1 5分
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l（う森製薬 o. 832'.i登明1閲叫¢なし悶呈1賠色贋も討 1不含陪色 I不 変 不 適

I 
20 石製薬 ” //1"1 // I"不 変 不 変 ” ”不呈色”適合
30 丸製薬 0.8341’’' i,  1,1 ク グ ””‘/I  I””  

［ ：化：産： ：9 ： : ] //］ ：巳： 1 ： : : : 191: 

67言°;0:対11 ; :::] :: :: I :: 1 :: :: :: | :: ::,9: I ::Iィ<;:適 1
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第 2表 消毒用
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第 3表 純ア）V コーJV 試 験成績
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第 4表 含糖ペ プ シ ン試験 成 績

収去区ミこ～、い］N 酸 乾燥減量 1灰 分 1効力試験＇

—• 

番号＼一孵造所｀＼＼り!;1言゚／：」。5、％以1‘.]05％以l‘• [ grJ白殆ど溶解i

1-l ミ〇二化学 1 な— --

2 10西製薬

3 ミ〇二化学

4

5

 

7

8

 

II 

”
 61 C) 桑

ミ〇二化学

――薬

” 

’’ 

” 
I

I

 

I

I

 

し

オリザニ・ソ具

なし

” 

0. 3“' 

0.45血

0.2血

0.2 cc 

0. 3 C(9 

0.2匹

0.2 cc 

Q.35(l(l 

O. I劣

0.2．劣

0.3:% 

O. I劣

0.2% 

0.1,% 

0.2劣

0.3鈴

O. I劣

O. I劣

O. I劣

0,04劣

0.06劣

0. 19．？る

Q.03鈴

0.05% 

殆ど溶解

” 
” 
II 

”
 

不溶

殆 ど 溶 解

” 

判 定

適

不

適

9

9

9

,

 

9

9

9

,

 

合

適

合

” 



- 22 -

第 5表 イクタモー）V 試験成績
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ノ表6
 

第

c食品試験

厚生省の指示に基きその都度（概ね年2回）喋

内の食品一齊取締を行い、食品監視員の牧去し

たものについて衛生研究所が検査を行うもので

検査実績は下表の通りである。

パン（食パソ、ゴッペパソ）の試験成績
（昭和29年1月）

日：I脂 肪 彩1灰分。；

（竺 cc数）――]---

9

0

9

7

9

4

7

5

2

0

5

4

2

7

 

盛
砥
塁
塁
芦
ご
塁
塁

44.28 

44. 74! 

43. 23 

44.62 

45.20 

44. 77 

43.62 

44. 11 

44. 79 

44.44 

43. 12 

44.86 

45.86 

45.50 

4.9 

6.4 

6.4 

4.9 

5.4 

6.4 

5.4 

5.4 

6.4 

5.4 

5. 9 

6.9 

5.9 

4.9 

0.15 

0.25 

0.29 

0.26 

o. 17 

o. 14 

o. 19 

o. 31 

0.44 

0. 24 

0.37 

0.23 

0.27 

o. 12 

o. 77 

0.81 

o. 78 

o. 72 

o. 73 

0.86 

o. 72 

0.66 

o. 74 

o. 72 

o. 73 

o. 72 

o. 79 

0.62 

＝--二る

食品加工用色索の試験

成績について
そ・三＝

226.8 I 43. 76 

152. 7 I 44. 31 

127. 7 I 41. 13 

168. 8 I 43. 43 

136. 9 I 39. 28 

217.71 45.04 

156. 7 I 45. 47 

290. 9 I 46. 05 

312.0 I 46.59 

139. 2 I 59. 91 
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昭和28年12月9日厚生省公衆衛生局長通牒に

従つて、食品監視員が県内市販の食用色素及び

食品に使用されている色素を収去し、各保健所

で一応試験を行つた結果、疑がわしいと思われ

るものを衛生研究所に依頼してきた。衛生研究

所で行つたこの色素の試験成績についてのベ

る。

尚保健所から依頼された色素は何れも、食品

加工所で使用していた色素を収去したもので、

食品色素と銘をうつて市販している販売店から

牧去した色素はなかつたことをつけ加えて閥

く。
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(I)試験法

予試験として、苛性ゾーダー、エーテル、醗

酸による塩基性色素と酸性色素の分離試験を行

い、本試験としては、ペーパークロマトグラフ

法による rf値、スポツトの点滴反応、及び紫外

線照射による螢光の観察等に依つて試験の成績

を得た。

(2)試瞼
（別表）．

成 績

(3)試験成績結果及び考察

保健所から依頼された色素、 49件について試

験した結果、法定色素 6%、法定外色素90劣、

天然色素と見倣されるもの 4劣であった。法定

外色素で多く使用されているものは、赤色では

ローダミン、黄色ではオーラミン、緑色ではマ

ラカイトグリン、であり、相当多く有害色素が

使用されていることが解る。

これ等法定外色素が多く使用されている理由

として考えられることは、

①市販されている許可色素を使用した瘍合よ

りも、潜色度が鮮明に出来上る。

R許可外色素を食品に使用したとしても、実

際に色素を使用する場合は、極微量でありこれ

による一時的中毒は2、3の例を除けばこれ迄殆

ど発生していない。

R食品衛生法が施行される以前は、公然とこ

れ等許可外色素を使I11していた関係上、これと

いう理由もなくして従来の習慣に随つて使用し

ている等の事が考えられる。

第1表 色索の試験成績

叶品 名
丁 ― -- -口▼一

I1淡緑色々索

2i橙黄色々素

3 

：I黄色"々素iオー：，ミン I " 

］緑色々素』マラカイトグリン

81赤色々素

9黄色々素

10たくわんの素

II 赤色々素
12 99 

13かまぼこ（赤色）

：：言竺：I:：：： ： 
161 11 I II 

171 " 

18緑色々素

19赤色々素

20”  

2l”  

22黄色々素

23赤色々素

241 11 

251 " 

261 11 

27紅色々素

28黄色々素

291青色々素

30赤色々素

31黄色々素

32赤色々素

331 " 

34”  

35黄色々素

36赤色々素

黄色々素

赤色々素

たくわんの素

黄色々素

紅色々素

黄色々素

” 
赤色々素

緑色々索

赤色々素

471緑色

48赤色
I 

49緑色

l 

々 素
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々
々
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’’ 
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b弗索の検査

公衆衛生課において27年以降喫施していろ斑

状歯調資に伴い、これを化学的に裏付ける為に

即ち「斑状歯発生の主原因は飲料水中の弗素の

吋有量如何に依ろものである」と言う現在の考

えからして又「此の考え方が果して正しいもの

であるか否か」という二つの理由の下に飲料水

について弗素其の他クロール、硬度鉄等の検査

を行つているものである。

昭和27年は人員不足の関係もあり、-・応の目

標をつける意味に於て広く浅く検査し、昭和28

年にはその地区の一応の結論を見/i41す意味で、

この地区の井戸水を徹底的に検査した。

昭和29年は、 28年に実施出来なかつた地区で

公衆衛生課の調査で明らかに斑状歯息者であろ

と判定されたものの罹患者宅の飲料水について

検査を行つた。

この結果その地区毎には一応の結論を見出す

ことかHi来たが斑状歯と弗素との関係について

最後的な結論を得る為には少くとも年 4回位同

l飲料水について検査を続行しなければならな

いと考えられる。但しこれについても人員不足

と経費の関係上困難な実状にある。

なお飲料水の化学飢検査成績による地域別の間

査結果は下記の通りである。

湯沢町

湯の原附近に重点を置きしかも金池川を中心

としてこれを南側と北側に分け飲料水の検査

をした結果次の成績を得た。

北側（湯の原附近） 南側

検査件薮 90件 i 60件

~:l$J1l1 I 1.146 P.P.M I 0.163 P.P.]I1 

硬 度 4.957 I 2.02s 
（ グ ）i （独乙硬度） （独乙硬度）

:ロ//-])i 106.732 P,P.M [ 33.938 P.P.M 

検査成績の結果に依ると金池川を境として南

側と北側は相当異つた成績を示し、地質学的

に興味あろ問題を残しているようにも、思われ

る。

又湯の原附近の弗索含有量は 2.6 P.P.Mと言

う商度のものもあり、公衆衛生課の斑状歯調

査と一致した成績を示している。

更に注目される点は鴻の原地区におけるクロ

ール、硬度の含有景が弗素含有壼と概ね平行

的であることである。 (JI:!:の点を意識して、

より細密な検資を行つたならばもつと正しい

平行線が得られるかも知れたい。）

これは斑状歯生成の原因が只単に弗素の含有

景のみに影響するものではないらしいという

今後に残された大きた問題を暗示していろよ

うに考えられな

秋の宮村

昭和27年に於けろ公衆衛生課の斑状歯調奇に

依ると聞査人貝192名に対し

罹患率l¥118251；； M2 16劣 兄 2劣

と言う薮字を示している

依つてこの地区の飲料水を検査した処次の成

績であった

昭和28年

検査件数． 60件

喜均値門 ，．6度（摂氏）

品
、
ノ
i
 

ク
k
 

フ
（

10. 1度(//)

昭和27年

14件

18.3度（摂氏）

10.8度（//)

[ // I:I~ I 6. 2 I 6. s 

屑i//阿Io.os P.P.M j 0.04 P.P.1¥I 

検査成績に依ると秋の宮村に於ける弗素の含

有憬は平埃O.05, 0. 04P.P.Mと言う非常に低

い数字を示し、秋の宮村を斑状歯発生地と見

倣すならば斑状掬を生成する原因は弗素のみ

によるものではないと考えられる。叉弗素が

その主原因をなすものであるとすれば、この

地に於ける斑状歯の罹息者は他地域で罹患し

た後にこの村に移住したものであろとも考え

られる。

参考迄に採水時各家々で居住4敷をたづねた

処、雄勝郷の開拓部落は4~5年位のもので共

の他部落も地元民は少く途中で移住したと称

する者が大半であった、又以前湯沢地方に住

んでいたと称する者も多かつた
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十二所 町

昭和27年、 29年と 2回に亘り検査したが殆ど

2回とも大差ない成績を得た。

この地区は井戸の数も少＜随つて検査件教が

僅少である為結論づけることは困難であるが

或特定の井戸（温泉の泉源に近いもの）を除

けば問題にする程のものでないと考えられ

る。但し硬度は飲料水として比較的高いもの

が多い様に思われる。

大 湯 町 ・宮川村

輿績表にも示されている通 bi}|)素含有の最小

値と最大値に相当の差があろ。これは温泉地

帯であ b、この地方の温泉水・中に割合多く弗

年度別弗素試験実績表

素が含有されている関係J-．この様な差が生じ

たものと考えられる。又此の地方は日常の煮

炊に混泉水を使用している者が多いので温泉

水の影響により斑状歯患者も多いものと考え

られる。

其の他（大葛村・大阿仁村・矢立村阿仁合町）

この地区の飲料水検査に於て弗素其の他含有

成分について大して問題にすろ程のものは認

められなかつた。

又公衆衛生課の調査に於ても斑状歯罹患率約

30％と言う低度のものであり、斑状歯発生地

区と乱倣す程のものではないと考えられる。

：度—□： 木］・ 名 l件数ーPH□]9言：：：：`：：：I（P:M)1:虫：

0.045 
27年秋の宮村 14 I 6. 4 I o. 0 I • o. 08 

o. 15 
” 大濁町 18I 6.49: 0.02 • J.62 

I 。.%
”宮 111 村 77.16'. 0. 03 • 3. 24 

J. 33 
" I • I・ニ所町 9 I 6. 431 o. 03.. 4. s5 

0.65 

" I湯沢町I~: I 6. 54! o. 03 • 2. 65 

小計 63

28年 I秋の宮村

" I湯沢町

60 I 6. 3 不
0.03 

• o. 36 

o. 753 
I 50 I 6. 051 O. 04 • 2-6 

小 計 210 

o. 17 
29年 I1・ニ所町 17 5.89 0.04 ． o. 7 

0.37 
" I大 葛 村 17 6・3 O. I ． 2.5 

0.21 
" I大阿仁村 11 5.9 o. 13 ． o. 3 

0.20 
II I湯沢市山田 12 6.0 o. 16 ． 0.23 

o. 15 
" I矢 立 村 II 6. 3 0.08 ． o. 7 

0.09 
II I阿仁合町 1 12 5.9 0.02 • 0.23 

.— 

4.54 

16.22 

18. 8<1 

68.20 

26.48 

9. 778: -. I 不

77.614 - I 0.257 

56. 610, 16. 249 

15. so I 8.87 

IO. 6 6. 1871 

53. 18 16.92 

20. 306 I I. 825 

30. 11. 0081 
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g放射能椀査

ピキニの水爆実験以来人工放射能については

一般においても多大な関心と袢．「1していろ折、

昭和29年10月25日秋田果放射能調査研究協謡会

が誕生し、酎水、海水、飲料水、野菜、穀物等

の人工放射能の測定及び研究並びに知識の普及

等を行うこととなった。

しかし秋「印県では近く購入されろ予定の秋rrl

大学を除いては、放射能‘i!!lj定器を設秤している

処は衛生研究所丈で、随つてこれらの泄！定は必

然的に衛生研究所が実施しなくてはならない状

況である。以来衛生研究所で行った放射能測定

成績は別表のとおりであろが、昭和30年は測定

のみでなく更に一歩前進し、飲料水中の人工放

射能を如何にして除くことが出来ろかその除安

法を目下研究中である。

狗今後行わなければならないと考えられろも

のにラヂずオートグラフィがある。即ち放射能

附瘤状態を写真で示f方法があろが、今後羹施

して行きたいと考えている。

(1)試料の採 取法

雨水・・・・・・硝子容器の上部にビ＝ール製布を張 b

中央に穴をあけ布而に集まつた雨が自

然に穴から落ち、硝子容器の中に溜ろ

ように装置していろ。時間を記録し置

き一定時間に容器へ菓つた雨水から充

分振盪した後 100ccを採取し検水とす

ろ。

海水・・・・・・ハイロート採水器を使用し、海岸より

20mの位置で深さ l-2mの池点ょ I')採

水した1000ccを検水とすろ。

(2)試料の調製

雨水…•••昭和29年 6 月 22 日厚生省公衆衛生局研

究所課長適ちょうによろ、雨水中の放

射能澗定法（、案）、に示された閏艘法に

ょ7Jっ

即ヤ，＇、検水 100匹をガラス製ピーカー

に移し加熱蒸発し約 10ccに濃縮した

後、ゴムキャップ付のピベットで残怖

があとに残らないように少量ずつ試料

JIii．に移し試料皿に一様になろように乾

同する。

海水・・・・・・昭和29年 6月19日附厚生省公衆衛生局

環境衛生部長通ちようによる、海水中

に含まれろ放射能の測定方法に示され

たi]),ii製法による。

即立海水 lTぶ：10ccの濃塩酸を加え煮

沸し、これにキアリアーとして 1如 I3、

l¥:1el2各 10mg宛加え煮沸すろ。この溶

液に10劣 N:I2So4の温溶液 10ccを加え

METHYEREI)をENDICATORとして

NIT4 OHを滴下して ENDICATOH 

の色が黄色を呈するに至らしめる。数

分間煮沸、静置後濾過する。沈澱を 1鈴

N-1 I-ICEの弱アンモニア性溶液で洗漁

後沈澱をルツボに移し焼灼す。灰分を

更に澗定Jillに移して計測する。

氷［平・・・・・ガラス容器中で融解せしめ、融解水100

CC を取り以下雨水の聞製法と同様に

処理する。

(3)測定法

測定器…•••東芝製ガイガー計数器を使用。
、限定皿の径は直径28mm

測定距離は1cm

自然計薮値は検体測定の前後10分『『すつに亘

る値を測定し前後 1分間に於けろ平均値を求め

ろ。

検体の澗定値は10分間に亘ろ測定値を求めこ

れから 1分間の平均値を出し、自然計数値 1分

間の平均値を差引き、検水1000c<'の計数値に換

算し検体の計数値とすろ。

(4)測 定 成 績

第 1表掲載
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(5)考察

現在までの雨水中の放射能測定に於いて、秋

田県では最も多いもので 9 月 24 日降雨の 39

76co:infと云う成績であり、今迄の状況では他果

に比して比較的低い値を常に示している。これ

は地形、気流等の関係によろものであろうと考

えられる。

第 1表
• 

放射能測定成績表

（東芝戦 RediaTionCりunTerによる）

種 1 採水月 日喜万I---・潤 竺＿一門＿―・自然輝 幣溢羞
--g11=._it,fーーーニり翌□□9＝／讐ー，］汀言饂瓢彗）
髯亙 I7月l1日 14時 i I燐翡～10時30分i 24. | 72 22.0, 0 

雨水l儡翡～15時15分 l閲fI7月 3g晶～ 9防•も45分 |24, i 821 23. 6 0 

，仝」：
”,  27日i 2. 1i仝 ”! !I 

15時30分～刺 I I 
" I 7月29日

l2時10分～12時30分 5.8!

”1  9月18日 5.71 ~月21 日
10時15分～II時10分 I,,.'I9時15分～10時

11 I l l裔15分～19時35分 I !. 4 仝

9月2心晶～ 9時30分 I9. 51盈雷闊～1611'沼0分 I " 

仝
9時50分～JO時

" I 9月25日
14時30分～15時25分 I19. 5 

＾ 水道水 Iエ日時45分

仝
11時30分

仝
日時45分

9月28日
7時

雨 水 l10月13日
| 8時55分～ 9時25分

仝
10時20分～10時25分

11 : 10月13日
9 13時28分～l3時40分

, 10月21日
" i 22日

19時55分～ 5ll守

IO ll 27月
28日

1 13時25分～朝

I ll月 7日

”I 闊

令

最も問題となるのは水道水中に放射能が含ま

れた場合であろう。もし相当壼含有されていろ

ことが解つたら、如何にしてこれを除去するか、

直接人体に影腎ある事丈に、実際問題として今

後に残された大きな研究課題であろうと考えら

れる。
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5. 1! IO月22日
: 17時'-'17時55分 '20.0

3 li 10 r'28日
・'13時25分～13時50分i 16. 5 

26.91 l場ほ碁～16時 ! 18. 

・
 

8

,

-

8

”

 

7

,

6

 

9

,

9

9

,

'

’

 

9

,

0

,

 

9

9

7

,

 

” 

80 

88 

80 

” 

” 

24.4 

24:9 

2 I. 7' 

” 

” 
24.9 

23・ 6 I 
I 

II 

” 

25. 3 

24. o 

23.6 

2970. 

3976. 

2943. 

133 

147 

213 

57. 

24. 

45. 

454. 

。

゜
5゚7. 5 

6゚
 

゜



- 28 -

I 
j II月 8日
： 日時～11時l0分

JI! 水，＿1`
| ̂  
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水
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” 
水

雨

雨
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夜

仝
IO時55分～II時10分
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! II月 9日

~夜～
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l ”; 

測定時の距離••••••1cm

測定皿の直径••••••28mm

94.0 

144.Q 

第2表 農作物の放射能測定成績

（農林省東北試験場栽坑第一部報告）

昭和29年 12月10日測定

名 1牒霜認1̀ :̀
ぷゴ紅喜：口［：□―̀、|品

” 皮

鴨—0. I士3.7 ” 

” 皮
． 

ンコ
シヤス

‘肉i

14. 5士3.2

4. 7士3.6 

I I : 
I.8!26, l士5; 

9

2

 

．
．
 

ー

2

1.8 

R 
I 
I 

＇ 10::!.:8 
＇ 

R 

” 
” 
” 

” 
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悼
”皮I1 !. 2士3.5 ! !.61 11昭 l ” 

果 柿肉1-2.9士3.a I 3.6J R | ” 

” 
果 ：： 2. 8士3.8 I 2. 6 @ I " 

贔 。．0士3.7 1： ： 6. l ⑮ 9年｝開頑

※大 ll.O士l.7 "ll.4]釦 42「,9

品ド 豆 0.3士3.5 14. 9i I @ 29年IO月採取1

0.6土 I.9'29年IO月
溶米部（熱）（灰分80mg)l! - R 」：旬採販

休不＂溶部（熱） 
0.4:IごI.7 i 

R ” C II) ― 

測定条件及び方法

I 科学製ステンレスステイール試料皿に灰を

均ーに平に盛り秋川県衛生研究所所有の東芝

製カンターに依り雲丹窓の直下約 1cmの距離

から測定した。

I Iくは別に定翡し1(40についての計数値の補

正をした。

I ※印については灰を塩酸に溶解しアンモ＝

ヤ水、炭酸アンモンを以て沈澱せしめた部分

についての計敷値を示し応°の補正に依る方

法は行はなかつた。此の部分には稀土類元素

及びアルカリ．1:金限が含まれると考えられ

ろ。

9l 乾物 10g当 loc/m以下にして誤差大なるも

のは士を以て示した。

0試料は大曲市、東北農試産又はその附近のも

のであな

h井 戸 水検査

秋田果は水道の設置されている場所が非常に

少く県民の殆どほ井戸水を飲料水として飲用し

ている状態である。随つて飲料水の汚染に起1人1

されろと考えられる伝染病の発生も亦多かつた

ので昭和24年公衆衛生課の衛生事業の一つとし

て県内の井戸特に伝染病の発生地区に煎点を置

いて井戸水の検査をなし、不良と見倣される井

戸水はその井戸の構造・位置・状況を謂査し改

良指導に当る一方水避設置の必要性に対すろ衛

生思想の普及に努めた。

以来継続車業としてその究際の検査には衛研

．から係員がi見地に出張し、集団検査を行い、昭

和29年迄には23.310件の井戸水を検査した。

この化学的検査の結果約40%が不適であろ。

昭和30年1月5日現在で公衆衛生課に於て行つ

た調査によると秋田県内の井戸は約77.140件で

この約杓は検査を実施した事になるが今日迄水

道設置されたもの 171件（昭和29年12月 3日公

衆衛生課閏べ） 30年度新規予定のもの55件を数

えろまでに至っていろ。

昭和30年からのこの事業は保健所の化学試験

室の整備に伴い保健所自体で管轄内の町村を滴

宜検在する様計両していろr,

市町村井戸水検査実績

（霜掌儡噂。（井戸数）J

I検査i」襄査結一見！不蘊
年月 実施市町村名i総教 l適門9i1適 I？る

:—----- ---- --

24, 81仙北郡丸川町| 620| 240: 97 283| 460、

””1能代市i779| 385 401 354 46 

”91大 館 市 1 550421 501 79 15 

””由利郡矢島町 2671 l021 49~ 1161 43 

11 10: ~;; 本荘町 188| 77 211 ,。|48 

| rff• 2. 404l l. 225 9 2571 922i 
ピニマ ー一て—ー· ----==-―一＝ニ

988| 6051 88l 2951 

平鹿郡増田町 l.125 1.038 31 561 5 

鹿角郡花輪町 577 4501 5 1221 21 

由利郡象潟町 504 146| 6 3521 70 

” 金浦町 5051 189; 141 3r,21 60 

” 平沢町 421 1 1 11 34 276 66 

71北；川郡二儡： ：： ：：：1 ；281 ：゚8084; 

9南秋田郡天王町 966 442 14| 5101 53 

1仙北郡刈和野町 253| 98] 

” ” 峰吉川村 15| l l| °i 外27

” ”士川村 93i 311 2 60 65 

” ”強首村 193| 46: 41 1431 74 

” ” 大沢郷村 142: 77, 6! 59; 42 
I I I I H 17,0623.996: 2482.818 

| 
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．． 
i浄化そうの排水試験

昭和29年4月22日に清掃法が、昭和29年6月

30日には清掃法施行規則が施行され、放流水の

水質の基準を明示されている関係上当然衛生研

究所に於てこの試験を実施しなければならない

ことになつた。 ．． 
秋田果の浄化そう施設は、公衆衛生課の調査

に依ると次のとおりであろ。

1.届出あるもの

保健所名
保健所丸在地 仝以外に計
にあるもの 在ろもの

秋 l•II 3 2 3 2 

本 荘 2 3 

大 rl I I I 

杭 手 3 3 

能 代 2 2 

大 舘 6 7 1 3 

花 輪 6 6 

＾ ロ

計 4 6 1 4 6 0 

2, 昭和30年度新設見込 3 0 

3.未届推定 1 0 

総計 l O 0 

年一回今後検査を実施することとしても 100

件の施設の水質を検査するには現在の衛研の

人員では到底不可能なことである。将来は各•

保健所に於ても検査出来るよう検査施設の設

備と術抜者の柊成を行はなければならないと

考えていろ。
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講 習 会 ＿＿ ー っ Lヽ て

新知見を打、かつ技術を廓くため毎年 1)り杢

2回当研究所又は保健所に於て講習会を開V．ヽて

いる。また指導のため主として保健所に至り共

に試験に当る場合も少くはない。なお化学試験

の場合は技術の統一を期する煎味もある。 29年

内に開かれた講習会は次のとおりであろ。

(11) 秋田県準看護婦に対する講習会

期日 昭29年 7年18日、 8月4、11日の3日間

場所秋川県衛生研究所

講習科目並びに講師

一般細菊について

培終基の概要

結核菌の生理、塗抹鏡
検法、結椋菌の培跨法

ヮッセルマン梅毒反応、
村III法北研法について

細菌の染色法

ウイダール反応、ワイ
ルフエリックス反応

佐々木枝師

庄司技師

藤沢技師

i'H,技師

／ヽ

坂本技(:ili

庄司抜f：雁

結核菌の耐性
試験について

カ）tヂオライピン注

ボッリヌス菌によろ
食中甜について

(h) 細菌検森技術者（保健所、各医療攪

関）に対する講習会

期 11 昭和29年11月27、28日

場所秋HI保健所、秋田県衛生研究所

漕苦科11並びに講師

特別講涸「腸内細面に関する最近の知見

とこれが実際的応用について」

北研広木痰吉1店士

衛研所貝

茂木技師

食中毒検査について

食中寄検査実習

（附記）広木博士の講派は感銘深いもので、こ

の講習会に特に 9VIIOの決定事項などにつ

いて述べられた。簡単であるが、胞内細菌

の最新分類表を掲げろこととすふ
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i 

＇ Methylred 

Urea 

+ I + ＋ ＋ 

-(orJ + 
X)! 

(c) 

Motiljty + I + + I +'I 
¥_ l 

V.P...... Vo::es-Proskauer 

x •····· Late and irregularly P6 sitiv中中四ivc
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“ 化学試験係（各保健所）に対する

講習会

期日 昭和29年 3月13、14、15日の 3日間

場所秋田県衛生研究所

: + i + 1--or+I + i.- i.- i + + 

+: --I ―- i -- i + , 4・ •I ーし

+ I+ -I -i + I + I + i + 

+ +,..... Urea deromros叫 verygui"I< ly 

--+•…..gelatin liquefied山 wly

::l: ••…• W叫 clypooti蜘

滞習科fl並びに講師

E.T.A.による硬度澗定法 斎藤技IiiJi

II. T. B.溶液の調艘法

鉱泉の分類と定義

質疑応答

X[ 放射能調査研究協議会の誕生

ビキニ水爆実験以来、放射能については一般

において多大な関心と、注目を持つているとこ

ろであるが、秋田県に於ては、昭和29年10月25

日秋川県放射能澗査研究協議会が誕生した。そ

の構成メンバーは下記のとおりである。

秋 Ill 大 学

秋田 測 候 所

秋田県農業試験場

農林省東北農業試験場

水産試験場

秋田県医師会

秋田県東剤師会

秋田隈公衆衛生課

秋田県衛生研究所

秋田県水産諜

秋Ill限畜産課

此の会の業務内容としては、学開的研究知識

の普及、•illij定検査等を目的とし、互に横の連絡

を密にし、検査試料の提供、検査成絃の交換等

を行うことになっている。然し現在秋田県では

放射能澗定器の設備ある所は今迄衛生研究所だ

けであろので、当然実際の試料調製及び測定等

は衛生研究所が痰施している状況である。これ

まで衛研で行つた県内の海水、雨水、雪：舒の測

定成領について報告すろ。

M 特別調査研究事 項

現在本衛研で実施中のものは次に列挙すると

おりであるが、このうち縄つたもの（※印）の

み集録、掲載した。

1.昭和29年度赤痢菌耐性試験

2. 昭和29年度の結核菌の耐性試験

（業務内容中に載録した）

3. プロテウス菌等の疫学的闊査

※4. 秋川県に発生したボ l、リヌス巾甜並びに

頴症中毒の疫学的調査について

※5. 秋川県下斑状歯閏査に伴う飲料水の；Jl}索・

翫測定について

6.放射能物質の除去についての基礎的試験

*7・ 秋田県内の井戸水検査について

※8. ベンチジン呈色反応に関する研究


